
Color Science Association of Japan

NII-Electronic Library Service

Color 　 Scler ユce 　 Assoclatlon 　 of 　 Japan

博多祇園山笠 ・ 男たちの トリコ ロ ー
ル

Hakata・Gion　Yamakasa ・TriColore　at　Men

長井真智子　 Machiko 　Nagai エ ムズカラ
ー 　M

「
sColor

キ
ー

ワ
ード ： まつ り、文化、伝統、久留米絣、識別、

Keywords ：festival，Culture，Tradition，Kurume −

gasuri，Discrimination

1．は じめに

山笠 とい うの は、元 々は神社の祭礼 で 用 い られる神

輿 ・山車状 の 祭 具 の こ とで あ る。主 に北部九州で の

祭礼 で見 られ、そ れ らの 祭礼の 略称にも
「山笠」 が

用 い られる。そ の 中 で も全国的 に有名な博多祇園 山

笠 は櫛田神社の奉納神事 と して 1241 年が起源 と い

う 古 い 歴 史を持 っ て お り、数々 の しきた りや戒律を

守 り通 し伝承 して い る。時代の 波 に翻弄された り社

会情勢の 変化に応 じて やむを得ず形式が変化 して来

た 部分も あ る が 、 博多に は 山笠 に よ る 独特の 文化、

社会があ り1 年が廻 っ て い る と言 っ て も過言で はな

い 。 豪華絢爛だが動かな い
「静」 の 飾 り山に対 して、

締め込み姿に 白い法被の男たちが駆け抜ける勇壮な

「
動 」 の舁 （か）き山。 今回山笠の歴史や決ま り ご

とに関 して 色彩の 役割が ど の よう に 関係 して い る か

注 目 し た 。

2 鬪査方法

大黒流総合世話人会代表者 に直接聞 き 取 り調査 を し

た他、博多祇園山笠振興会、福岡市立博物館、福岡

市立美術館資料、西 日本新聞社博多祇園山笠 Web

サイ トを参考 に した 。

博多祇園山笠の 起ζ り

1241 年　疫病退散祈願の ため施 餓鬼棚 か ら甘露水

　　　　　をま い た こ とが博多山笠 の 起 こ り。

1587 年　太閤豊臣秀吉の博多町割り。

　　　　 秀吉が九州征伐の折焼け野原とな っ た博

　　　　　多の 町づ くりを指示 す る。大宰府の 方角

　　　　　を流 〔ながれ）の 上 手と して 基準線の 方

　　　　 角を決めたこ とが博多部七流の始ま り。

　　　　　いわゆる 四 水、四 応、四 神相応の計画を立

　　　　　て 、博多の 町 を 七 条の 袈裟に なぞ ら え る
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　　　　七 七 四 九願を表 し、博多を一山の 七堂伽藍

　　　　に例えた 。 （七流 ・七小路 ・七厨子 ・七堂 ・

　　　　七 口
・
七観音 ・

七番）

七流 とは大黒流 ・中洲流 ・土居流
・
酉流 ・東流 ・恵

比寿流 ・千代流 で ある。1241 年 か ら数え る と実質

的 に 760 年以上 も続 い て 来れた の はおそ らく、流

と い う自治体を持 っ て い るからで あ ろ う。

1687 年 追い 山笠の 始ま り

1949 年　博多祇園 山笠振 興 期成会結成

1955 年　博多祇園山笠振興会に改組

年令階梯制による役割を衷す色彩
・
役職によ っ て色 と意匠が異なる手拭い （て の こ い）
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・山笠進 行時の 役割を表すたすき
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台上 が り （赤 ・白）　台 の 上 か ら舁き手 の指揮を執

る役割 の者だ けが身に つ け る こ とがで きる 。

鼻取 り （青 ・白）　 山笠 の 四 隅で 舵を取る役割 。

前 さばき （黄 ・白）　山が進む道を空け運行 を司る 。

交通 （緑 ・臼）　ス ム ーズな運行 と交通整理担当。
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装飾鬨係での色彩の決まりごと

左 巻き 杉壁上部の 「横笛」に巻きつ け装飾する2色 の

帯状の布で 、据山（す えやま）の 時は茶・白、動 くときは

浅葱 ・自の もの に巻き替える。

台幕　　山台の 周囲 に 取 り付ける幕。据山 の 時は朱、

動 くときは紺の もの に 付け替える。

しなえ 山笠の見送り側に斜めに立 て る台差 し旗 。

祇園宮の紋や流名などが染められて い る。据山 の 時

は朱、動くときは紺 の もの に差 し替える 。

山を据えて い る
「
諭 の時は晴れやかな朱色 で あ り、舁

く「
動 」の 時 に は紺色 に差 し替えるとい うような例は聞

いたことがな い 。伺 っ たところ による と、紺の分量を多

くすること によっ て アクセ ン トカラ
ー

とな っ た少量 の 赤

がより際立 っ からだとい うことで あ る 。

紺と白で 赤 を支える、 まさに配色の 美学だ。

Lニー

法被の 染色とデザイン の変遷

法被に は 2 種類あ り山笠を舁 く時に着用 する
「水法

被 （みずは っ ぴ）」 と 、 それ以外の 時に は おる長 め

の
「当番法被」 が ある。七流総 て 久留米絣 の 染め に

よる 。 紺
一

色 の 当番法被もデザイ ン は各流によ っ て

様々 で 種類も多 い が、縞柄やチ ェ ッ ク、幾何学文様

など の直線使 い が ほ とんど で、き りりと粋 な感 じが

す る。当番法被は山笠会期中は正装 とされ て い て
一

流ホテル で も堂々 と出入 りで きる。
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福岡市 立博物館所 蔵

浅葱 の 水法被 （役 員 用 ）
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博多は 7 月 1 日 か ら 15 日 ま で は 男 た ち の 熱 い 日が

続く 。 タイムを競 う追 い 山が 15 日早朝 4 ：59 に

始 まる理 由は
「博多祝 い 隕」 を歌 う 1分 間を考慮 し

て の こ と だ。ス タ
ー

ト直前 の 櫛 田神社 清道は 臼の 水

法被の 男たち で 埋 め尽 くされる。神事 にふさわ しい

精神性 を表 す緊張感が張 りつ める。東 の 空が 白む頃

追 い 山は終了し、櫛田神社で は荒ぶる神を鎮め る能

が舞われる。再 び
「
動」 か ら

「
静」 へ と戻 っ て 行く

幻想的な時間だ。色 彩豐かな飾 り山 とは対照的な、

厳 しい 臼と紺そ して 赤の舁き山 。

トリ コ ロ
ー

ルは博多の 男の 美学の 色な の で あ る 。

協力 ：博多祇園山笠大黒流総合世話人会代表

　　　 内藤博文氏
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